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1 中国では研究員は教授クラスに相当する。 





まず、一人あたり GDP を見てみたい。2004 年度の全国 1 位は上海市であり、最も低いのは
貴州で（上海市は貴州省の約 13 倍）、次いで甘粛、雲南である。表 1 に示したように、上海市






年 度 上海市 全 国 雲南省 
1978 2,498 379 226 
1980 2,738 460 267 
1985 3,885 853 486 
1990 5,910 1,634 1,224 
1995 18,942 4,854 3,044 
1996 22,275 5,576 3,715 
1997 27,750 6,054 4,042 
1998 28,240 6,308 4,355 
1999 30,805 6,551 4,452 
2000 34,547 7,086 4,637 
2001 37,382 7,651 4,866 
2002 40,646 8,214 5,179 
2003 46,718 9,111 5,662 




次に、GDP 全体に占める産業の比率を挙げてみよう。2004 年上海市の産業構成は、第 1 次産
業が 1.3％、第 2次産業が 50.8％、第 3次産業が 47.9％である。それに対し、雲南省は第 1次
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産業が 20.4％、第 2次産業が 44.4％、第 3次産業が 35.2％である。雲南省と比較してみれば、
上海市の第二、三次産業が非常に発達していることが分かる。産業構造が地域間経済格差をも
たらした原因の一つであると考えられる。2002年 11月に開かれた中国共産党第16回大会では、




表２ 2004 年全国、上海市、雲南省産業構造 
単位：億元 
一次産業 二次産業 三次産業       指標 
地区 
GDP 
総 額 構成比 総 額 構成比 総 額 構成比 
全 国 136,875.9 20,768.1 15.2 72,387.2 52.9 43,720.6 31.9 
上海市 7,450.3 96.7 1.3 3,788.2 50.8 3,565.4 47.9 










表３ 第 10 次 5ヵ年計画期間都市・農村生活状況 
   単位：元 
            年  度 
項  目 
2001 2002 2003 2004 2005 
都市住民一人当たり可処分所得 6,860 7,703 8,472 9,422 10,493 
農村住民一人当たり純収入 2,366 2,476 2,622 2,936 3,255 
都市住民のエンゲル係数（％） 38.2 37.7 37.1 37.7 36.7 
農村住民のエンゲル係数（％） 47.7 46.2 45.6 47.2 45.5 
（出所）中国国家統計局編『2005 年国民経済および社会発展統計公報』、2006 年 2 月。 
 
                                 
2 『人民日報』2006 年 3 月 6日。 














本の 1979 年のジニ係数は 0.271 だったが、2002 年には 0.308 となった。OECD（Organization for 











2005 年 4 月 
 
 
                                 
3 『読売新聞』2004 年 10 月 3 日。 
4 内閣府・統計情報・調査結果ホームページ（http://www.esri.cao.go.jp/index.html）を参照。 
5 『朝日新聞』2005 年 6 月 30 日。 
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